














日本熊森協会とは 

 全生物のため、人のため、次世代のために、 

 クマなどの大型野生動物が棲む奥山水源の森の再生に取り組む 

 わが国で唯一の全国組織の実践自然保護団体です 

わたしたちは完全民間団体として、地元の人たちと力を合わせ、「動物た

ちに帰れる森を、地元の人たちに安心を」の合言葉のもと、植え過ぎた人

工林の除去や間伐に取り組み、奥山に自然林を再生して動物たちが帰れる

ようにし、殺さない鳥獣被害問題の解決をめざしています。 

この様な取り組みは、地元の方や

野生鳥獣のためだけではなく、野

生鳥獣が造る最高に豊かな水源の

森を、都市市民の水道水確保のた

めに未来永劫に保全したことにも

なります。 

くまもりの基本理念 
●地球は人間だけのものではない（全生物に生存権がある） 

●地球環境の保全なくして人類に未来なし 

●全生物の生命尊厳文明を広めることが地球環境を保全する 

「他生物にもやさしい文明が一番優れている」 

●人間が生態系を管理することは不可能 

（管理したつもりが破壊している。生物の多様性だけが生態系を保全する） 

●日本熊森協会ホームページ 

実践自然保護団体：日本熊森協会 (kumamori.org) 

http://kumamori.org/


活動紹介 
 

奥山生態系保全・再生 

 

当協会は、奥山を保全・再生・聖域化し、 

（1）水源の森確保 

（2）棲み分けによる、クマなどの大型  

野生動物との共存 

（3）野生鳥獣による農作物被害の軽減 

をめざして活動している、完全民間の実践自然保護団体です。 

 

この地球は、人間だけのものではありません 

現在、新たな国策「森林・林業再生プラン」が施行されています。しかし、この事業は

残念ながら、日本の山を経済対象としてしか見ていません。当協会は、昔のように、人

が利用する部分と、手付かずで保全する部分とに、山をゾーニング（区分け）した上

で、 

① 奥山全域 

② 尾根筋 

③ 山の上 3 分の 1 

④ 急斜面 

⑤ 川筋 

は、自然林に戻して、手付かず

で保全すべきだと考えます。 

 

 

 



我が国の森林の現状 

戦後、わが国で伐採された 奥山の原生的天然林

の面積は、東北 6 県分の面積に相当する広大さ

です。そこはクマなど森の動物たちが暮らす国で

したが、我が国は、そこを含む 1,000 万ヘクタ

ール（全森林面積の 4 割）を人工林に変えてし

まいました。その後、安い輸入材が入ってきて国

内林業が成り立たなくなると放置され、現在、広

大な人工林の 内部は荒れ果て、動物たちが棲め

なくなっています。  

（渡部康人：「林野庁による国有天然林破壊の歴史と現状」第５回くまもり東京シンポジウム 2011 より） 

当協会の活動 

当協会は、「動物たちに帰れる森を、地元の人たちに安心を」の言葉のもと、さまざま

な方法で、動物が棲める針広混交の森の自然再生に取り組んでいます。そして、食料を

求め山奥から出て集落周辺に棲みつかざるを得なくなっている野生動物たちを奥山に誘

導し、地元農家の皆さんの農作物被害を軽減させようとしています。具体的には、放置

された人工林のスギ・ヒノキを強度に間伐（皮むき・ノコギリ・チェンソーを使用）し

て林内に日光を入れる「強度間伐」、「実のなる木の植樹」、「山への炭まき」などの

方法が挙げられます。 

その他、「クマなど野生動物の保全・調査活動」、「環境教育」、「講演・各種啓発活

動」、他生物と共存する生き方を学ぶための「自然農」、「親を亡くしたクマの保護飼

育」、「外来生物問題への取り組み」など、関連する多くの活動に取り組んでいます。 

現在、本部のほか支部・地区のある地域で、市民によるボランティア活動として実施中

です。 



日本熊森協会の基本的な考え方 

《自然とは》 

長い年月の間、風化により山は削られ、土砂は流され、川の流れは変化し、湿地ができ

ては消え、森林を形成する植物相も動物数もどんどんと変化していく。刻一 刻と変遷

し続けていくもの。それが自然です。自然とは人間が手をつけていないものです。この

自然の大きな流れの中で、生かされているのが私たち人間なのです。 

《自然を守るとは》 

人間が自然に手を加えれば、絶妙なバランスの上に成り立っている自然の生態系は壊れ

ていきます。自然を壊すのは唯一地球上で人間だけです。自然を守ることは簡単です。

人間が一歩引いて、手付かずの部分を残せばいいのです。人間による自然の利用を必要

最低限にとどめ、それ以外の部分は手付かずで残す。それが私 たちの祖先が実践して

きた最良かつ唯一の方法です。一度バランスが崩れた自然を元に戻すには、自然の力に

任せるしかありません。人間が自分の都合のいいように自然を保護したり管理したりし

ようとすることは、自然保護とは言えません。 

《動物＋植物＝森 クマは豊かな森のシンボルです》 

自然界は種々雑多な動植物が生態系のなかで絶妙のバランスを保ちながら共存していま

す。１種類でも生物が欠けると生態系のバランスはたちまち崩れ、森は劣化していきま

す。野生動物もまた、森の形成に多大な貢献をしています。動物がいなくては、森は森

になりません。クマは日本最大の大型獣であり、自然界のあらゆる恩恵を受けて生きて

います。つまり、クマの棲める環境を残すということは、他の全ての生物が生息可能な

豊かな自然を守ることにほかなりません。 

《自然保護は、若い世代が先頭にたって取り組むことが必要です》 

環境問題に取り組むということは、社会の未来を守ることであり、社会を受け継ぎ、次

の日本をつくっていく若い世代が先頭に立って取り組むことが必要です。日本熊森協会

には、自分以外の者のために、必死でがんばることのできる若いリーダーたちがたくさ

んいます。明日の日本のため、真剣に自然保護に取り組む若い世代を、私たちは応援し

ます。 

《他生物の命を尊重するやさしい心が、自然を守ります》 

自然保護の原点は、自分以外のもののことも考え、共に生きていこうとするやさしい心

です。どれだけ、知識や技術があっても、それだけでは自然を守ることは できませ

ん。知識や技術だけでは、自己のみのことを考え、他のものを犠牲にして突き進もうと

する欲望を抑えきれないからです。「かわいそう」という気持ちのみでは自然保護はで

きませんが、自然や他生物を尊重する心のない人にも、やはり自然保護はできません。 



日本熊森協会・和歌山県支部の活動 
１． ツキノワグマ太郎ちゃんのお世話 

太郎ちゃんは 1990 年 和歌山県有田郡清水町

生まれ。生後２ヵ月の時に母を射殺され、孤児に

なりました。和歌山県鳥獣保護連絡会会長（当時）

の東山省三氏が、県からの依頼を受け、体重

500g の太郎を大切に育てることになりました。

大きくなった後の行き場がなくなって困ってい

たところ、生石の山田氏が引き取りを申し出て

下さりました。東山氏の強い要望で、ふるさとが

見える生石高原に、県が２頭分の獣舎を建設し

てくれて 1992年から山田氏が飼育して下さっています。 

日本熊森協会は２００５年に「太郎と花子ファンクラブ」を結成し、山田氏を

お手伝いするカタチで保護飼育しています。 

和歌山県支部では毎月第１、３日

曜日、および平日（不定期）の 1日

に太郎ちゃんのお世話（獣舎の掃

除、エサやり）を担当しています。 

和歌山および近隣府県の方で、応

援してくださる方は、和歌山連絡

所 TEL 090-7967-7585 ま

でご連絡ください。 

２． 放置人工林の広葉樹林化、自然環境保護、生物多様性の復元・保全 

３． 和歌山県自然環境室との連携 
和歌山県では誤って捕獲されたツキノワグマは、必ず奥山へ放獣されること

になっています。その際には和歌山県自然環境室から日本熊森協会・和歌山

県支部へ報告して頂いています。 

４． 会報「熊森わかやま通信」の発行（４回/年） 
県内の会員の皆さまに支部の活動をお伝えします。  



看板をリニューアル！ 

（この看板は太郎ちゃん、花子ちゃんの獣舎への進入路入口にあります） 

看板のデザインは、田辺市で活躍されているグラフィックデザイナー 

竹林陽子さん（京都府綾部市出身）に依頼しました 

竹林さんがこのデザインに込めた想いは 

『植生豊かな森そこに暮らす熊たちと 

それを守りたいという子どもたちや大人たちに想いを馳せ 

絵本のような柔らかいタッチでカラフルな絵にしました』 

ぜひ、太郎ちゃんに会いに 

そして、この素敵な看板を見に、生石高原へ足を運んでください 

花子ちゃんは平成３0年に永眠したのですが 

長年、花子ちゃんのお世話をされてきた皆さんの心の中で、ずっと花子ちゃんは生き続けています 

その想いから花子ちゃんの名前も看板に残すことにしました  



熊森協会の誕生に「みなべ」が関係？ 

実は、みなべ町は、日本熊森協会の活動が生まれるきっかけとなった重要

な町なのです。 

1992年 1月に、現在の和歌山県南部川村（現みなべ町）清川で、やせ

てガリガリのツキノワグマが山から出てきて捕殺されました。この新聞記

事を見て、熊森の前身である兵庫県尼崎市の中学生たちが、クマの絶滅を

止めようと動き出したという経緯があります。 

みなべ町で、ニホンミツバチやクマをシンボルに豊かな森再生の動きが始

まろうとしていることに、何か運命的なものを感じます。 

（くまもり NEWS「みなべ町で環境シンポジウム開催」～室谷会長） 



新
役
員
の
ご
紹
介 

日
本
熊
森
協
会
・
和
歌
山
県
支
部
の

会
員
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。 

 

令
和
２
年
８
月
１
日
よ
り
県
支

部
の
役
員
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

【
新
役
員
】 

●
支
部
長
兼
会
計 

真
造

し
ん
ぞ
う

賢
二
（
み
な
べ
町
） 

●
副
支
部
長 

 

澤 

信
二
（
紀
美
野
町
） 

●
顧
問 

 

北
野
久
美
子
（
和
歌
山
市
） 

以
上
の
体
制
で
支
部
活
動
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

★
会
報
の
発
行 

新
体
制
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
新
た
に
会
報
「
熊
森
わ
か
や

ま
通
信
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
本
部
か
ら
定
期
的
に
発

行
さ
れ
て
い
る
「
熊
森
通
信
」
に
同

梱
し
て
貰
う
カ
タ
チ
で
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

京
都
支
部
の
皆
さ
ま
と
太
郎

ち
ゃ
ん
の
お
世
話 

８
月
２
日
に
京
都
支
部
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
太
郎
ち
ゃ
ん
の
お
世

話
を
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
京
都
支
部
が
担
当
の

日
で
、
５
名
の
方
が
遠
方
よ
り
来

て
下
さ
り
、
獣
舎
の
掃
除
、
餌
や
り

等
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

和
歌
山
県
支
部
か
ら
９
名
が
参

加
し
、
周
辺
の
草
刈
、
藤
棚
の
剪
定
、

入
口
看
板
の
修
理
等
を
行
い
ま
し

た
。 １

０
日
前
に
麻
酔
を
し
て
爪
切

り
を
し
た
太
郎
ち
ゃ
ん
も
元
気
に

回
復
し
て
お
り
安
心
し
ま
し
た
。 

太
郎
ち
ゃ
ん
の
爪
切
り 

７
月
２
４
日
に
太
郎
ち
ゃ
ん
の

爪
切
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
一

連
の
作
業
は
千
川
獣
医
に
し
て
頂

き
、
本
部
３
名
、
支
部
４
名
が
作
業

の
補
助
を
し
な
が
ら
そ
の
様
子
を

見
守
り
ま
し
た
。 

画
像
に
あ
る
よ
う
に
巻
き
爪
の

状
態
は
酷
く
、
爪
が
食
い
込
ん
で

痛
い
の
で
し
ょ
う
か
、
普
通
に
歩

け
な
い
状
態
に
あ
り
、
こ
の
作
業

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
ず
は
麻
酔
を
打
つ
と
こ
ろ
か

ら
始
め
た
の
で
す
が
、
い
つ
も
と

違
う
雰
囲
気
に
太
郎
ち
ゃ
ん
は
興

奮
気
味
で
、
な
か
な
か
麻
酔
を
打

た
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
２
時
間
近

く
掛
か
り
、
よ
う
や
く
眠
っ
て
く

れ
ま
し
た
。 

２
年
前
に
も
同
様
の
作
業
を
し

た
と
の
こ
と
で
す
が
、
高
齢
の
た

め
に
動
き
ま
わ
る
こ
と
が
少
な
く

な
り
、
こ
ん
な
に
早
く
爪
が
伸
び

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
画
像
に
も
あ
る
よ
う
に
爪

切
り
は
何
と
番
線
切
り
で
行
い
ま

し
た
。
こ
の
様
子
は
本
部
の
方
で

ビ
デ
オ
撮
影
し
て
く
れ
て
お
り
、

同
様
の
作
業
を
す
る
場
合
の
参
考

に
し
て
頂
け
る
は
ず
で
す
。 

京都支部の皆さんと一緒に 

麻酔の前の太郎ちゃん 巻き爪の様子 

爪切り作業 



全
国
支
部
地
区
長
研
修
会 

 

７
月
１
７
～
１
８
日
、
滋
賀
県

高
島
市
安
曇
川
に
て
全
国
支
部
地

区
長
研
修
会
に
真
造
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。 

 

全
国
か
ら
地
区
長
、
支
部
長
２

１
名
が
一
同
に
介
し
て
の
研
修
会

で
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

渦
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
東
京

お
よ
び
近
隣
県
か
ら
は
ズ
ー
ム
会

議
と
い
う
か
た
ち
で
の
参
加
で
し

た
。
本
部
か
ら
は
室
谷
会
長
は
じ

め
７
名
の
参
加
で
す
。 

 

（
研
修
概
要
） 

●
ク
マ
と
の
共
存
を
考
え
る 

・
放
獣
体
制
を
つ
く
ろ
う 

・
南
魚
沼
で
保
護
し
た
子
熊
の
放
獣 

・
石
川
県
ク
マ
子
ち
ゃ
ん
の
報
告 

・
共
存
の
た
め
の
今
後
の
活
動 

・
ク
マ
署
名 

●
ゆ
た
か
な
森
づ
く
り 

・
室
谷
会
長
講
演 

・
森
林
環
境
譲
与
税
の
動
き 

 

（
愛
知
、
長
野
、
和
歌
山
） 

●
嘉
田
由
紀
子
顧
問
講
演 

「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
豪
雨
災
害 

●
組
織
拡
大
・
会
員
拡
大 

・
コ
ロ
ナ
後
の
活
動
や
会
員
拡
大 

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報 

・
ズ
ー
ム
等
の
活
用 

●
ト
チ
ノ
キ
の
生
態
・
環
境
教
育 

●
今
後
半
年
の
支
部
活
動
布
告 

★
こ
の
研
修
を
と
お
し
て 

毎
年
、
全
国
で
約
６
０
０
０
頭

の
熊
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
事
実

に
は
心
が
痛
み
ま
し
た
。
全
国
か

ら
声
を
上
げ
阻
止
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
動
画
で
紹
介
さ
れ
た
南
魚

沼
で
保
護
し
た
子
熊
２
頭
を
放
獣

す
る
ま
で
の
行
政
と
の
粘
り
強
い

折
衝
の
様
子
に
は
感
動
的
で
し
た
。  

そ
の
他
、
各
支
部
の
様
々
な
取
組

み
に
は
大
い
に
刺
激
を
受
け
参
考

に
な
り
、
有
意
義
な
研
修
に
な
り

ま
し
た
。 

 

 

こ
の
研
修
で
発
表
し
た
和
歌
山

県
支
部
の
今
後
の
活
動
方
針 

・
太
郎
ち
ゃ
ん
の
お
世
話 

・
植
樹 

・
環
境
教
育 

・
放
置
人
工
林
の
広
葉
樹
林
化 

・
既
存
の
自
然
団
体
と
の
協
同 

・
自
伐
林
業
の
推
進 

 

（
真
造
） 

 

太
郎
ち
ゃ
ん
の
看
板 

 

獣
舎
へ
の
進
入
路
入
口
の
看
板

の
老
朽
化
が
ひ
ど
い
た
め
に
新
し

く
作
り
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

８
月
２
日
の
作
業
時
に
そ
の
旨

を
提
案
し
、
皆
さ
ん
に
賛
同
し
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
本
部
の
同
意

も
得
て
お
り
、
費
用
負
担
も
し
て

頂
け
ま
す
。 

新
支
部
長
と
し
て
ひ
と
言 

「
こ
の
度
、
支
部
長
に
就
任
し
た

真
造
賢
二
と
申
し
ま
す
。
み
な
べ

町
在
住
で
町
議
会
議
員
、
梅
農
家

を
し
て
お
り
現
在
５
８
才
で
す
。 

 

２
年
前
に
森
山
名
誉
会
長
の
講

演
を
初
め
て
聞
き
、
こ
れ
こ
そ
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
確
信
し
、
す
ぐ
に

正
会
員
に
登
録
し
ま
し
た
。 

 

以
降
「
森
林
環
境
税
を
活
用
し

て
放
置
人
工
林
の
広
葉
樹
林
化
」

を
一
般
質
問
、
森
山
名
誉
会
長
、
室

谷
会
長
を
講
師
に
お
招
き
し
み
な

べ
町
で
講
演
会
、
環
境
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

何
分
、
正
会
員
に
な
り
２
年
し

か
経
っ
て
お
ら
ず
、
本
会
の
活
動

が
ま
だ
よ
く
分
っ
て
い
ま
せ
ん
。

北
野
顧
問
は
じ
め
皆
様
の
ご
指
導

を
頂
き
な
が
ら
支
部
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
何
と
ぞ
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」 

 

★
連
絡
先 

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
真
造
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

０
９
０-

７
３
５
４-

０
５
５
２ 

研修会参加メンバーでの記念

撮影 

 

 

研修会の様子 

 

 

 

琵琶湖畔の嘉田先生の自宅前にて 

 

 

 



太
郎
ち
ゃ
ん
、
花
子
ち
ゃ
ん
の
獣

舎
へ
の
進
入
路
入
口
に
あ
っ
た
看
板

の
老
朽
化
が
ひ
ど
い
状
態
に
あ
っ
た

た
め
に
新
し
く
作
り
直
し
、
11

月

13
日
に
現
地
に
設
置
し
ま
し
た
。 

看
板
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
田
辺
市
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
竹
林
陽
子
さ
ん
（
京
都
府

綾
部
市
出
身
）
に
依
頼
し
ま
し
た
。 

竹
林
さ
ん
は
森
林
環
境
に
高
い

関
心
を
持
た
れ
て
お
り
、Bo

ku
 

M
oku

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。Bo

ku
 M

o
ku

と
は

「
素
朴
な
木
」
と
い
う
意
味
で
す
。

異
業
種
が
集
ま
り
、
「
地
域
の
山
や

資
源
を
守
っ
て
行
こ
う
！
」
を
共
通

の
目
標
と
し
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

発
想
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
（
商
品
）
化
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。 

  

 

彼
女
が
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
込
め
た

想
い
を
紹
介
し
ま
す
。 

『
植
生
豊
か
な
森 

そ
こ
に
暮
ら
す
熊
た
ち
と  

そ
れ
を
守
り
た
い
と
い
う 

子
ど
も
た
ち
や 

大
人
た
ち
に 

想
い
を
馳
せ  

 

絵
本
の
よ
う
な 

柔
ら
か
い
タ
ッ
チ
で 

カ
ラ
フ
ル
な
絵
に
し
ま
し
た
。』 

看
板
設
置

の
作
業
中
に

通
り
が
か
っ
た

皆
さ
ま
が
笑

顔
で
こ
の
看

板
に
見
入
っ
て

ま
し
た
。
こ
の

看
板
が
生
石

高
原
の
新
た

な
ア
イ
コ
ン
と

し
て
皆
さ
ま

に
末
永
く
親

し
ま
れ
、
ま
た

熊
森
活
動
が

好
感
を
持
っ
て

認
知
さ
れ
て

欲
し
い
で
す
。 

竹
林
さ
ん

の
意
図
通
り
、
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
で

可
愛
い
絵
本
の
よ
う
な
看
板
で
す
。

く
ま
も
り
通
信
に
カ
ラ
ー
写
真
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。ぜ
ひ
、太
郎
ち
ゃ
ん
に
会

い
に
、
そ
し
て
こ
の
素
敵
な
看
板
を

見
に
現
地
へ
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。 

 

ま
た
花
子
ち
ゃ
ん
は
平
成
30

年
に

永
眠
し
た
の
で
す
が
、長
年
、花
子
ち

ゃ
ん
の
お
世
話
を
さ
れ
て
き
た
皆
さ

ん
の
心
の
中
で
、ず
っ
と
花
子
ち
ゃ
ん

は
生
き
続
け
て
い
ま
す
。そ
の
想
い
か

ら
花
子
ち
ゃ
ん
の
名
前
も
看
板
に
残

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

太
郎
ち
ゃ
ん
、
花
子
ち
ゃ
ん
の
看
板
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

素敵な看板ができました 

今年最後の太郎ちゃんのお世話の後に皆さんでパチリ 



県
自
然
環
境
保
全
地
域 

和
歌
山
県
（
自
然
環
境
室
）
で
は

豊
か
な
自
然
環
境
を
乱
開
発
か
ら

守
り
、
後
世
に
残
そ
う
と
い
う
取
り

組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

支
部
長
就
任
後
、
北
野
顧
問
と

環
境
室
に
あ
い
さ
つ
に
行
き
、
室
長

か
ら
こ
の
県
の
取
組
み
を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。正
に
日
本
熊
森
協
会

の
取
組
み
と
合
致
し
ま
す
し
、県
民

と
し
て
誇
ら
し
い
取
組
み
で
す
。 

（
真
造
） 

【
和
歌
山
県
自
然
環
境
保
全
地
域
】 

和
歌
山
県
で
は
、天
然
林
な
ど
の
現

存
す
る
貴
重
な
自
然
環
境
を
保
全

す
る
た
め
、
自
然
・
社
会
的
諸
条
件

か
ら
見
て
自
然
環
境
を
保
全
す
る

こ
と
が
必
要
な
特
定
の
地
域
に
つ
い

て
、
和
歌
山
県
自
然
環
境
保
全
条

例
に
基
づ
き
、県
自
然
環
境
保
全
地

域
と
し
て
指
定
し
、適
正
な
保
全
に

努
め
て
い
ま
す
。 

・西
ノ
河
原
生
林
（
日
高
川
町
） 

・亀
谷
原
生
林
（
龍
神
村
） 

・琴
の
滝
（
す
さ
み
町
） 

・静
閑
瀞
（
新
宮
市
） 

等 

広
域
で
の
議
員
懇
談
会 

（
11
月

２６
日
田
辺
市
） 

熊
森
会
員
の
笠
松
美
奈
さ
ん
の

声
掛
け
に
よ
り
、地
球
温
暖
化
防
止

に
つ
い
て
、
広
域
で
の
議
員
座
談
会

が
あ
り
参
加
し
ま
し
た
。 

和
歌
山
県
議
１
名
、田
辺
市
議
４

名
、
上
富
田
町
議
１
名
、
み
な
べ
町

議
１
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

ゴ
ミ
やC

O
2

排
出
量
の
削
減
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
、
行
政
の
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
。
そ
れ
ら
に
自
治
体
と
し

て
ど
う
対
応
す
べ
き
か
、で
き
る
か
。

気
候
非
常
事
態
宣
言
や
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
表
明
の
意
義
・
・
・
多
岐

に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
有
意
義
な
時

間
で
し
た
。 

今
後
も
こ
う
い
う
機
会
を
つ
く

り
、広
域
で
議
論
・協
働
し
な
が
ら
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
結
び
つ
け

て
い
き
た
い
で
す
ネ
。（
真
造
） 

広

葉

樹

の

植

樹 

（
11

月

15

日
み
な
べ
町
東
本
庄
） 

和
歌
山
大
学
「
ク
リ
エ
」
の
７
名

の
学
生
に
南
部
高
校
「
食
と
農
園
科
」

の
生
徒
５
名
を
加
え
、ウ
バ
メ
ガ
シ
、

広
葉
樹
の
苗
を
植
樹
し
ま
し
た
。 

梅
の
放
棄
畑
に
日
本
ミ
ツ
バ
チ
の

蜜
源
と
な
る
広
葉
樹
を
植
え
、激
減

す
る
日
本
ミ
ツ
バ
チ
を
復
元
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ウ
バ

メ
ガ
シ
は
備
長
炭
の
原
料
に
な
り
ま

す
。
日
本
ミ
ツ
バ
チ
は
梅
の
交
配
に

非
常
に
大
事
な
存
在
で
、
そ
の
復

元
・保
全
は
日
本
一
の
梅
の
産
地
を

守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
真
造
） 

ど
ん
ぐ
り
拾
っ
て
苗
木
に 

（
11
月

10
日
み
な
べ
町
高
城
） 

高
城
中
学
校
の
１
年
生
が
ど
ん

ぐ
り
を
拾
い
、備
長
炭
の
原
木
で
あ

る
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
苗
木
を
育
て
て
、

植
樹
を
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。２
年
後
の
３
年
生

時
に
植
樹
す
る
計
画
で
す
。 

校
長
先
生
の
コ
メ
ン
ト
「
苗
木
が

で
き
れ
ば
、目
に
見
え
て
取
り
組
み

の
や
り
が
い
が
感
じ
ら
れ
る
し
、
う

ま
く
育
て
ば
、
将
来
、
自
分
た
ち
が

植
え
た
木
と
し
て
誇
れ
る
と
思
う
。

子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
の
山
や

森
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う

自
発
的
な
気
持
ち
を
育
て
ら
れ
れ

ば
」                 

（
真
造
） 

【
和
歌
山
県
支
部
の
活
動
予
定
】 

太
郎
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
は
冬
季
間

休
止
し
ま
す
。次
回
は
令
和
３
年
３

月
７
日
で
す
。 

★
連
絡
先 

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
真
造
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

０
９
０-

７
３
５
４-

０
５
５
２ 

真剣に楽しく議論中 

急斜面での植樹 

左半分が植樹エリア 20アール 

どんぐりを洗っています 
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